






































に南北朝期以降、東北信地域を基盤に守護支配に屈しない勢力として存在していたことが 南北に分割される信濃の地域的特質を考える素材としても注目されてきた。しか 、その前提となる鎌倉 につ ては不明な部分が多い。　
本稿の目的は鎌倉期の村上氏一門についての史料を網羅
的に検出・整理し、その活動と存在形態を明確化することにある。まずは次章で先行研究 整理し論点を提示したい。





















	 承久の乱の際、 の村上氏は曖昧な態度を示し、京都にいた村上氏は京方に属したため、村上氏は御家人の地位と信濃の所領を失った。乱以降、 『吾』など諸史料に村上氏が見えないのはこ ためである。
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ある。同系図よると、 大多和義成（ 『吾』の終見は建久年間）の女子周防局が「村上修理亮」に嫁したとされている。この人物として相応しい は年代的にみて『尊』 お て「修理亮」と注記される安信の子息信村もしくは孫の胤信であろう。この「三浦大多和 」 注記を信じるならば、安信系の村上氏は三浦氏一族と婚姻関係を結んでいたことなり、そ 地位は鎌倉御家人であったとみるのが妥当であろう。想像を逞しくするならば、信村が周防局を娶り、その子息が周防局 兄大多和義胤を烏帽子親として元服して「胤」の一字を与えられ、胤信と名乗ったと見ることもできるのではないだろうか。　
安信系からは元弘元年（一三三一）以降護良親王に供奉


















































































































































































































































































































































息と後家に所領譲与した際、 「 のさハの入道殿」の計らいによって配分す という旨の置文 遺している（№
（（）。


















































































































求めた。村上氏一門は承久の乱で曖昧な態度を示 て積極的に幕府方に与さなかった、あるいは京都 いた一族が京方に与したため 幕府に重用されなくなったと う可能性を提示したのである。その根拠 『吾』における承久の乱の記事や『承久記』において、幕府方と京方 ずれにも村上氏 名がみえないということにあるが、再検討の必要がある。






























関係を築いていた。また、建暦二年八月、頼時は実朝の行列供奉のために京都から鎌倉へ下向する際に藤原定家の許を訪れてそ 旨を伝え、鎌倉では定家の消息・和歌などを実朝に献じるととも の情報を報じてい （№
（（・
（（）。




















































動がみえなくなる。しかし、嘉禎元年を初見に村上氏一門の小野沢氏が将軍近習御家人および得宗被官として活動をみせるようになる。基国・経業系が鎌倉から排除される一方、北条氏に接近した庶流の小野沢氏 の活動を担っていったのである。そ 、建治元年の「注文」では鎌倉中に分類される自立した御家人として把握され いく。　
一方、その他の一門は鎌倉以外の地域で活動が確認でき
る。鎌倉後期、 信濃国御家人と て活動 いたことが「注文」から確認できるのが基国系、経業系、屋代氏、出浦氏、栗田氏である（№
（（）。基国系を筆頭とする村上氏一門は

















統（＝安信系）が東北信地域随一の勢力となっていく背景を考えてみたい。鎌倉期の安信系は御家人の立場にあったとみるべきと二章で指摘したが、一門内において 、その動向すらほとんど明確にならない程度の庶流 地位にあた。そのような安信系が南北朝期以降、 濃で勢力を拡大していく一方で、基国系や経業系など、鎌倉前期には有力御家人として活動し 在 する一門の中でも中心的 地位















































































































	 鎌倉時代の信濃御家人」 （ 『長野』










	 原始・古代・中世』 （長野市、二〇〇〇年） ・木内
































寿永元年三月五日条にみえる山田重澄 『尊卑分脉』にみえる村上為国の孫山田仲澄と同一人物とみて 吾妻鏡』に登場す 山田氏を村上氏一門としているが、山田重澄は尾張国山田郡山田荘を名字の地とす 武士であり（ 姓氏家系大辞典』 ） 、 一門とみる はできない。
（
（（）




























































































































	 島根県の地名』 （平凡社、 一九九五年） 。
（
（（）		 『新羅之記録』には十五世紀後半に松前大館の副将として相原氏を補佐した村上政儀（一五一三年死去）なる人物の名が見える。十五世紀における蝦夷ヶ島の館主は、多くが鎌倉時代に津軽・糠部地方の北条氏所領の代官であった武士たちの系譜をひくことが指摘されている（入間田宣夫





















塙書房、 一九七〇年） 、 平岡豊「後鳥羽院西面につ て」 （ 『日



































































































	 得宗専制下の房総」 （ 『千葉県の




























































































承久の乱で一族が分裂した御家人は、勃発時に京都 鎌倉どちらにいたかということが、いずれの陣営 つくかを決定させた主要因であ という長村祥知氏の指摘（ 「承久の乱における一族の分裂と同心」 〔 『鎌倉』一 〇号、二〇一〇年〕 ）などをふまえる 、必ずしも後鳥羽との関係が京方に与する決定的要因になったとは言えない。おそらく頼時は乱勃発時 在京してい だろう。



































































千田・入山・寄合氏など鎌倉期に分派したとみられる一門や、村上御厨周辺地域の地名を名乗る武士の名がみえる（ 『大塔物語』 〔 『新編信濃史料叢書

















































































































































































































































































































































































































































ら下向 。 また、 藤原定家の消息・和歌の書籍などを源実朝に進上し、京都の情報を報じる。
在京活動。
『吾妻鏡』同日条
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